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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る

日
本
に
関
す
る
研
究

ア
ン

・
コ
モ
ン
ズ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
日
本
語
が

教
え
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
に
対
す
る
興
味
や
日
本
に
関
す
る
研
究
が

本
格
的
に
拡
大
し
た
の
は

一
九
八
〇
年
代
末
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
所
謂

「
ン
ヤ
パ
ン

・
プ
ー
ム
」
以
降
で
あ

る
。
そ
の
プ
ー
ム
の
主
な
原
因
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
と

っ
て
日

群
努
堤
講
賜
製
鋼
砕
物灘
厳紺
霧
緯

緊
密
な
経
済
的
関
係
を
背
景
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は
、
日

本
に
対
す
る
興
味
を
持

っ
た
人
が
比
較
的
多
い
。
マ
ス
コ
ミ
で
も
日
本

に
関
す
る
話
題
が
多
く
、
高
等
学
校
で
も
日
本
語
は
広
く
教
え
ら
れ
て

ぃ
Ｌ

款

場
．行
げ
「
け
射

酔

罰

湾

瑚

電

が

訴

佗

以
降
、
日
本
語
を
勉
強
す
る
学
生
は
、
日
本
の
不
景
気
の
た
め
に
、
八

〇
年
代
に
比
べ
て
減

っ
て
い
る
が
、
や
は
り
あ
る
程
度
の
関
心
は
残

っ

て
い
る
。
一
九
九
四
年
の
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

人
の
日
本
語
の
学
習
率
は
ｏ

・
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
米
国
の
場
合

（ｏ
・９

ス
ー
セ
ン
ト
）
の
四
〇
倍
以
上
で
あ
り
、
韓
国

（
丁
八
八
パ
ー

一孵）「一番、ぼ蔵訓牌「
ラリア
（一・〇二パーセント）に次い
で世

し
か
し
、
語
学
と
し
て
の
日
本
語
の
教
育
を
別
に
し
て
、
日
本
に
関

連
す
る
研
究
の
う
ち
ど
の
よ
う
な
分
野
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
研
究

さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
日
本

に
関
す
る
研
究
の
中
で
日
本
文
学
の
研
究
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め

る
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
発
行
さ
れ
た
資
料
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
調
査
に
基
づ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

高
等
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
教
育
に
お
け
る
日
本
に
関
す
る
学
習
や
研

究
、
及
び
、
日
本
文
学
の
研
究
状
況
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
ず
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
日
本
語
を
勉
強
す
る
大
学
生
の
大
学

入
学
以
前
に
お
け
る
日
本
語
教
育
を
見
る
と
、
日
本
語
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
高
等
学
校
（日
本
の
中
学
校
二
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
に
当
た
ヶ
〕

製

嘲
い

て
（精

〓
機

が

御
製

討

諜

縫

請

校
に
お
け
る
日
本
語
の
学
習
と
他
の
外
国
語
の
学
習
を
比
べ
る
と
、
従

来
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
最
も
盛
ん
だ
っ
た
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

世
界
観
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
世
界
観
か
ら
ア
ジ
ア
を
中
心
と

し
た
世
界
観
に
替
わ
る
に
従
っ
て
、
高
等
学
校
で
も
日
本
語
は
人
気
の

あ
る
科
目
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
デ
ー
タ
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
即
ち
、
一
九
七
七
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
勉

強
し
て
い
た
高
校
生
は
四
〇
，
八
〇
八
人
で
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い



た
高
校
生
は

一
，
七
七

一
人
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
日
本
語
学

習
者
は
徐
々
に
増
え
、
一
九
九
四
年
に
は
、
日
本
語
を
学
ぶ
高
校
生
は

一
二
ハ
，
六

一
五
人
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
二
五
，
五
五

一
人
を
初
め
て

超
え
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
に
は
日
本
語
学
習
者
の
人
数
は
二

年
」
托

称
秘
が

安

ダ
』

鴨

雙

鰐

弓

）だ

一）【
札
“
謳
凱
肇
打
［

入 っ

数
が
減
っ
て
、
日
本
語
の
ほ
か
マ
オ
リ
語
も
高
等
学
校
の
科
目
と
し
て

か
な
り
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
所
謂

「ジ
ャ
パ
ン

・

プ
ー
ム
」
に
続
き
、
他
の
ア
ジ
ア
の
国
の
言
語
、
特
に
中
国
語
の
学
習

に
対
す
る
興
味
が
増
し
て
い
る
よ
う
だ
。
高
等
学
校
の
レ
ベ
ル
で
生
徒

が

「就
職
の
機
会
を
増
や
す
」
と
い
う
主
に
実
用
的
な
理
由
に
よ
っ
て

日
本
語
の
学
習
を
選
択
し
た
こ
と
は
調
査
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る

郡
咤
醐
ジ
製
ダ
〆
蒙
却
紳
牌
辞
細
ン
獅
「
本
語
能
力
を
得
る
た
め
に
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
人
口
は
お
よ
そ
三
六
〇
万
人
で
、
大
学
は
七

つ
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
大
つ
の
大
学
と
い
く
つ
か
の
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク

（専
門
学
校
）
で
は
、
日
本
語
の
授
業
を
中
心
と
す
る
日
本
関
係
の
授
業

が
受
け
ら
れ
る
。
最
初
に
日
本
語
の
授
業
を
創
立
し
た
の
は
マ
ッ
シ
ー

大
学
で

一
九
六
五
年
、
次
い
で
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
が

一
九
六
八
年
、

ワ
イ
カ
ト
大
学
が

一
九
七
〇
年
に
、
日
本
語
の
授
業
を
開
始
し
た
。
た

だ
し
、
他
に

一
九
八
〇
年
代
の
後
半
や

一
九
九
〇
年
代
に
開
始
し
た
大

学
も
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
高
等
学
校
で
は
、
日
本

語
が
広
く
教
育
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
既
に
あ
る
程
度
の
日
本
語
の

学
習
の
経
験
を
持
っ
て
大
学
の
日
本
語
授
業
を
受
け
る

一
年
生
の
人
数

は
当
然
増
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
日
本
語
の
授
業
を
提
供
す

る
大
学
の
殆
ど
が
そ
の
学
部
の
日
本
語
科
目
を
、
日
本
語
の
経
験
の
あ

る
学
生
向
き
の
授
業
と
、
そ
の
経
験
を
持
た
な
い
学
生
向
き
の
授
業
と

の
両
方
を
調
え
る
よ
う
に
変
更
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
最
大
の
日
本
語
学
科
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
で
、
そ
の

日
本
語
学
習
者
の
人
数
は
他
の
大
学
よ
り
か
な
り
多
い
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
の
日
本
語
の
授
業
に
対
し

て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
強
調
し
す
ぎ
て
、
大
学
院
レ
ベ

ル
の
研
究
に
進
ま
な
い
学
生
を
多
く
生
み
出
す
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
学
部
の
日
本
関
係
教
育
の
範
囲
を
広
め
る
た
め
に
、
単
に
日

本
語
だ
け
で
は
な
く
て
、
日
本
の
歴
史
や
文
学

（原
文
の
ま
ま
あ
る
い
は

英
訳
さ
れ
た
も
の
）
、
ま
た
、
他
の
日
本
文
化
の
側
面
に
つ
い
て
の
授
業

な
ど
が
、
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
の

一
部
と
し
て
備
え
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、

学
生
が
日
本
語
を
、
例
え
ば
、
法
律
学
あ
る
い
は
経
済
学
あ
る
い
は
商

業
学
の
よ
う
な
科
目
と

一
緒
に
勉
強
す
る
よ
う
に
も
勧
め
ら
れ
て
い

も
ま
た
、
日
本
語
が
大
学
生
に
と

っ
て
人
気
の
あ
る
科
目
で
あ

っ
て

も
、
日
本
関
係
の
分
野
を
研
究
し
て
い
る
大
学
院
生
は
比
較
的
少
な
い

と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

．
し
か
し
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
大
学
院
生
に
よ
る
日
本
関
係
の
研
究
が
な
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。
日
本
語

・
日
本
文
化
の
授
業
の
あ
る
大
学
は
い
ず
れ
も
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大
学
院
の
授
業
が
あ
り
、
中
に
は
、
特
定
の
専
門
分
野
に
力
を
そ
そ
ぐ

大
学
も
あ
る
。
例
え
ば
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
の
修
士
課
程
は
特
に
言

語
学
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
マ
ッ
シ
ー
大
学
や
ワ
イ
カ
ト
大
学
に
は

日
本
語
の
教
育
学
に
関
す
る
専
門
的
な
授
業
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
最
も
勢
い
の
あ
る
日
本
関
係
の
分
野
は
、
一一〓呈
”学
、
特
に
言
語

教
育
学
と
い
う
応
用
言
語
学
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
暁
〉
そ
れ
は
こ
の

よ
う
な
特
色
の
あ
る
科
目
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

早
く
設
立
さ
れ
た
日
本
語
課
程
、
つ
ま
り

一
九
六
〇
年
代
や

一
九
七

〇
年
代
か
ら
開
始
さ
れ
た
課
程
は
、
一一一呈
ｍと
文
学
に
集
中
す
る
傾
向
が

あ
つ
た
が
ゴ
一
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
の
関
係
と
い
う
実
用
的
な
関

心
を
反
映
し
れ
経
済
学
や
商
業
学
な
ど
の
他
の
科
目
も
、
最
近
は
盛
ん

に
な
っ
て
き
た
。
た
だ
し
、
大
学
教
育
科
目
全
般
を
見
る
と
、
一
九
九

八
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
で
学
生
の
お
よ
そ
四
分
の
一
が
勉

強
し
た
最
も
人
気
の
あ
る
分
野
は
、
商
業
学
と
そ
の
関
連
科
臥
な
の

で
、
こ
の
よ
う
な
日
本
語
関
係
科
目
に
お
け
る
展
開
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
大
学
教
育
の

一
般
的
な
傾
向
に
従
う
と
い
え
る
。

さ
て
、
日
本
文
学
に
目
を
向
け
る
と
、
ワ
イ
カ
ト
大
学
は
、
例
外
的

に
、
日
本
の
言
語
学

・
歴
史

・
政
治
学
と
い
う
分
野
に
集
中
し
て
い
る

が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
日
本
語

。
日
本
文
化
の
授
業
の
あ
る
大
学

の
殆
ど
は
、
学
部
の
レ
ベ
ル
で
日
本
文
学

（原
文
あ
る
い
は
英
訳
）
の
授

業
が
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
従
来
、
日
本
文
学
の
研
究
が
盛
ん
だ
っ

た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
で
は
、
秋
間
俊
夫
氏

（万
葉
集
、
古
事
記
、
日
本

書
紀
）
と
伊
藤
節
子
氏

（歌
合
）
の
引
退
に
よ
っ
て
日
本
文
学
の
専
門

家
は
い
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
文
学
の
授
業
を
教
え
る
大

学
の
教
員
は
日
本
の
近
代
文
学
を
専
門
と
す
る
者
が
殆
ど
で
あ
る
。
オ

タ
ゴ
大
学
や
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学
の
日
本
語
課
程
は
文
学
の
面
に
か
な

り
勢
い
が
あ
る
よ
う
で
、
オ
タ
ゴ
大
学
で
は
ロ
イ

・
ス
タ
ー
ズ
氏

（日

本
の
近
代
小
説
、
特
に
川
端
康
成
、
一二
島
由
紀
夫
、
志
賀
直
哉
）
や
ナ
ン
ヤ
ン
・

グ
オ
氏

（日
本
の
近
代
文
学
と
映
画
）
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学
に
は
ス
ー

ザ
ン
・
プ
ー
テ
リ
ー
氏

（日
本
の
近
代
女
流
文
学
、
特
に
津
島
佑
子
）
や
チ

グ
サ

。
キ
ム
ラ
ス
チ
ー
プ
ン
氏

（日
本
の
近
代
小
説
、
特
に
夏
目
漱
石
）
と

い
う
日
本
文
学
の
学
者
が
い
る
。
日
本
の
古
典
文
学
や
歴
史
に
必
要
で

あ
る
文
語
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
と
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
大
学
に
し
か
提
供
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
い
が
、
特
に
、
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
大
学
の
文
語
授
業
に
は
漢
文
の
学
習
も
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
に
は
、
英
訳
さ
れ
た
日
本
古
典

文
学
が
使
わ
れ
る
学
部
の
レ
ベ
ル
の
日
本
文
学
の
授
業
が
い
く
ら
あ
っ

て
も
、
古
典
文
学
を
原
文
の
ま
ま
に
扱
う
授
業
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文

語
授
業
の
み
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
日
本
関
係
の
分
野
を
研
究
し
て
い
る
大
学
院

生
に
関
す
る
情
報
は
、
な
か
な
か
見
つ
け
に
く
い
が
、
調
査
に
よ
る
と
、

一
九
九
六
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
日
本
関
係
の
博
士
論
文
を
書
い

て
い
た
研
究
者
は

一
〇
人
で
、
そ
の
う
ち
、
ペ
ネ
ロ
ピ
ー

ー
ン
ノ

含
正

徹
の
和
歌
と
歌
論
し
、
ス
ー
ザ
ン
・
プ
ー
テ
リ
ー

（「津
島
佑
子
し
、
土
谷

制
行

し
（Ｃ

噺
柵
角
い
け
神
は

三 社
産

に
授
一

ユ ぅ
に
減
い
な
畔
阻
嘲
対
輻
鋼

-40-



日
本
語

。
日
本
文
化
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
に
お
け
る
日
本
関
係
の
分
野
の
研
究
は
比

較
的
盛
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
日
本
文
学
の
学
習
に
つ
い
て
は
、

最
近
の
記
事
は
そ
の
位
置
を

「脆
い
」
と
し
、
か
な
り
悲
観
的
で
あ
れ
∝

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
日
本
関
係
の
分
野
と
し
て
文
学
よ
り
商
業
学

や
言
語
学
な
ど
の
学
習
者
の
人
数
が
明
ら
か
に
多
い
。
さ
ら
に
、
文
学

の
よ
う
に
学
生
の
人
数
が
少
な
い
授
業
は
、
予
算
的
に
大
学
に
承
認
さ

れ
が
た
く
、
開
講
さ
れ
に
く
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
日
本
語
。日
本
文
化
の
授
業
を
提
供
す
る
大
学

の
殆
ど
に
日
本
文
学
の
専
門
家
が
い
る
こ
と
は
、
全
国
の
大
学
で
日
本

文
学
が
比
較
的
に
広
く
教
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
中
心
は
近
代
文
学
ら
し
い
。
こ
の
点
に
問

題
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
研
究
さ
れ
て
い
る

日
本
関
係
の
分
野
に
中
世
史
や
中
世
文
学
の
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
だ
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
に

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
の
古
典

文
学
の
専
門
家
の
引
退
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
は
日
本
の
上
代

。
中
古

文
学
に
も
及
ぶ
だ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
語
が
母
語
で
は
な
い
日
本
関
係

の
分
野
の
学
者
も
日
本
語
で
書
い
て
出
版
さ
れ
る
論
文
の
数
を
増
や
す

べ
き
だ
と
い
う
批
判
も
あ
れ
″

全
般
的
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
日
本
に
関
す
る
人
文
科
学
の
分

野
に
お
け
る
研
究
の
状
態
は
か
な
り
多
様
的
で
健
全
だ
と
い
わ
れ
て
い

ゎ
。
ア
ジ
ア
学
に
関
す
る
学
術
団
体
も
あ
る
。
一
九
七
四
年
に
設
立
さ

れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ア
ジ
ア
学
会
の
目
的
は
、
ア
ジ
ア
の
歴
史

・

文
化

。
国
際
的
な
役
割
に
つ
い
て
の
知
識
を
広
め
る
こ
と
だ
と
い
う
。

一
九
九
二
年
か
ら
機
関
誌
を
発
行
し
て
い
れ
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
日
本
語

。
日
本
文
化
の
学
習
が
盛
ん
に

な
っ
て
き
た
が
、
高
校
生
や
大
学
生
の
関
心
が
こ
の
よ
う
に
他
の
ア
ジ

ア
の
国
々
に
対
し
て
も
徐
々
に
増
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
日
本

護
甲
日
本
文
化
に
関
す
る
研
究
が
今
後
ど
の
よ
う
に
進
展
す
る
か
と
い

う
問
題
は
興
味
深
い
だ
ろ
う
。
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